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新緑が目に鮮やかなすがすがしい季節となりました。５月の連休が終わり８日には，全員元

気に登校することができました。４月の慌ただしさからちょっと一息入れての再スタートとな

ります。落ち着いて学習，そして日常生活を過ごしていきたいと思います。 

◇防犯教室を行いました。 
 ４月１９日に日下部警察署から小林巡査長と深沢スクールサポーター，大和駐在所から酒井

巡査部長の３名を講師としてお招きし，全校で防犯教室を実施しました。 

 小林巡査長さんからは「いかのおすし」のお話を，スクールサポーターの深沢さんからは自

分の身は自分で守るという意識が大事であることを，酒井巡査部長さんからは，大和の人たち

はとても親切でいい人ばかりだけど，観光等を目的に大

和以外からやってくる人も多く，そういう人たちの中に

は稀に悪いことを考える人もいるので十分気をつける必

要があること，そして，先生や親と一緒の時は，知らな

い人にも積極的にあいさつをすることで犯罪を未然に防

ぐことにもつながるというお話をしていただきました。 

 いざというときの対処法を知っておくこと，そして自

分の身は自分で守ることをしっかり意識しておくことが

大切です。ご家庭でも日常的な声かけをお願いします。 

◇訓練の大切さ 

４月２０日に地震を想定した避難訓練を行いました。今回の訓練の目的は，①地震時の避難

の仕方を身につける。②避難経路を確認する。③避難場所とその隊形を確認するの３つです。 

避難開始の放送から校庭集合まで１分４５秒で行動することができました。少人数というこ

ともありますが，子どもたちは整然と訓練を行うことができたと思います。私からは，いざと

いうときパニックにならず，誰一人命を落とすことがないように訓練をしていること。そし

て，先生がいない場合もあるので各自が自分事として真

剣に訓練をしてほしいこと。だからこそ振り返りもきち

んと行ってほしいことを伝えました。避難訓練の後は，

各学年に分かれて，それぞれに振り返りを行いました。 

訓練をないがしろにしてはいけないということに関し

ては，朝の集会の時間にも私が以前勤務していた南アフ

リカ共和国のヨハネスブルグ日本人学校でのバスジャッ

ク訓練の話をもとに，普段の訓練がいざというときに役

に立つという話をしました。 

命を守ることの大切さについては，これからも折に触

れ話をしていきたいと思います。 



 

◇登校班指導および１・２年生交通安全教室 

 ４月２１日に登校班の班長と副班長を集め，市役所市民課

の中澤さんと鈴木さん，勝沼駐在所の矢崎さんを講師に迎

え，登校班指導を行いました。子どもたちは真剣に話を聞

き，班長，副班長として安全に登校する意識を高めることが

できました。 

 その後，１・２年生に対しての交通安全教室を行いまし

た。横断歩道の渡り方や車も自分も急には止まれないことな

どを体験として学びました。学校にも少しなれてきた５月，

６月が交通事故の危険が高まるといわれています。大切な命

をしっかり守っていきたいと思います。 
 

【大和小の良いところコーナー】 

☆みんな仲良し大和小 

天気のよい日の休み時間には、毎日校庭から元気な声が響いてきます。外に出てみる

と、なんと１年生から６年生まで入り交じってドッジボールをしている姿を見ることがで

きました。違う日には、サッカーをしていました。１年生もとても楽しそうです。６年生

に遊んでもらっているのではなく、一緒に遊んでいるところが大和小のいいところだなあ

と思いました。最近は竹馬や鬼ごっこ、一輪車等もそれぞれにみんなで楽しんでいます。 

 
 

☆５年生 朝の自主玄関掃除 

毎週火曜日と木曜日に５年生が、登校した後 

すぐに玄関の掃除をしてくれています。訳を 

聞いてみると、昨年、道徳の学習で学んだこ 

とをもとに、自分たちにできることを考え、 

実行しているのだと話してくれました。 

先生に言われたわけではなく、計画から当番 

決め、週２回の実施と、自分たちですべて決め 

て行っていることに大きな意義があり、すばら 

しい活動であると思いました。 


